




















要約　小児の虐待は治療や母子関係の修復が困難なため、しばしば再発が繰り返される。

従って、虐待の予防、早期発見、早期治療が重要である。早期対応の為のハイリスク因子

の設定、ハイリスク群の把握と指導援助の方策、これらが稼動する有効な地域システムを

考察した。

虐待のハイリスク因子は、望まぬ妊娠・出産、多胎児、先天異常・未熟児、発達遅滞児、

家庭外養育からの復帰時、親が精神疾患・精薄・アル中、育児知識や姿勢に問題がある時、

孤立家庭や貧困、病人を抱える育児過大な家庭、等等。ハイリスク因子の重なりから虐待

が生じるが、虐待の発生し易い年齢がある。乳幼児期のハイリスク群は産科、小児科、乳

幼児健診から把握が可能であり、指導・援助体制があれば虐待の前段階で健全育成への修

復が可能である。ハイリスク群への対策はマンパワー援助や精神的支援のほか今後研究の

必要がある。虐待予防の地域システムは第一、二次予防(ハイリスク対策)の中核として保

健所、第三次予防(治療・再発防止)として児童相談所を位置づけ、総合対策を系統的に行

なう必要がある。


